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町の人口の世帯数
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世帯数3,622
(S50.4.1現在）

発行青森県金木町役場編集企画室
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芦
野
公
園
は
こ
れ
ま
で
、
屏
風
山
・
権
限
崎
県
立
自
然
公
園
に
含
ま
れ
て
い

ま
し
た
が
、
芦
野
公
園
を
除
く
大
部
分
の
地
域
が
、
和
和
五
十
年
三
月
一
日
付

で
誕
生
し
た
津
軽
国
定
公
園
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
屏
風
山
・
権
限
崎

県
立
自
然
公
園
が
消
滅
の
か
っ
こ
う
に
な
り
、
芦
野
公
園
が
県
立
公
園
で
な
く

な
る
心
配
が
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
で
は
、
県
立
公
園
と
し
て
毎
年
県
か
ら
補
助
金
を
も
ら
っ
て
整
備
し
て

き
た
芦
野
公
園
の
整
備
が
不
十
分
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
観
光
宣
伝
上
も
不

利
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
金
木
町
で
は
芦
野
公
園
の
県
立
公
園
と

し
て
の
存
続
を
運
動
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
県
で
は
、
去
る
四
月
十
日
開
催
さ
れ

た
県
自
然
公
園
環
境
保
全
審
議
会
に
「
芦
野
池
沼
群
県
立
自
然
公
園
」
の
指
定

を
諮
問
し
、
原
案
ど
こ
り
の
答
申
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
「
芦
野
池
沼
群
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＃
昭
和
五
十
年
度
の
当
初
予
算
は
、
歳

入
歳
出
と
も
昨
年
度
の
当
初
予
算
に
比

較
す
る
と
、
四
・
二
％
五
千
四
十
二
万

七
千
円
減
の
十
一
値
五
千
四
百
四
十
九

万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

般
近
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
・
各
種
選
挙

職
な
ど
で
「
地
方
財
政
の
危
機
」
と
い

う
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
人
件
費
・

超
過
負
担
等
が
問
皿
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

金
木
町
も
例
外
で
は
な
く
、
財
政
が

窮
迫
し
、
昭
和
四
十
九
年
度
一
般
会
計

決
算
に
お
い
て
は
約
一
施
円
の
赤
字
が

で
る
も
の
と
兄
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
本

年
度
に
お
い
て
は
、
こ
の
赤
字
を
で
き

る
限
り
縮
少
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
よ
う
な
緊
縮
予
算
編
成
と
な
り
ま

し
た
。本

年
度
の
主
な
聯
業
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。

、
巴
（
旧

算’昭和50年度当初予

民
老

Ｉ 生費）
人憩の

住宅連
（第
用

（教

瀞撒2辮目つ
2種簡平25戸工蛎、
地購入）

ま育費）
喜良市小学校建設

3,412万円

（屋体552㎡、

補助面禎504㎡）

(視聴覚他)1,608万3千円ち中央公民館備品購入

喜良市'｣､学校プール
建設事業

］,919万4千円に

筏Z何17％
lI6u:3妬WII

民生費16,1%
186,023千|リ

働巴全2％

呼呼§髄鰡W辮塑'彊辮闘風，‘…''’
O し他’角

lq哩趣車倣険阻刃丸

121.7V71．111
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消防費、
6．5％

74,902千円

ど
う
ぞ
御
利
用
下
さ
い
。

毎
月
間
日
は

町
民
サ
ー
ビ
ス
デ
ー

中
央
公
民
館
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
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すみよいまちづくりに
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t木費18．3％
211,142千円

歳

く一般

50ff度

総

l1i@5,2

農林水産費
8．9％

1()2,69()fIII
534万円

（用地買収、立木建物補償
農免道路負担金等）
芦野公園整備事業

370万6千111
（芝張工1,870㎡公衆便所）
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の

町
長
は
、
毎
朝
八
時
に
は
出
勤
し

て
い
ま
す
。
八
時
か
ら
十
時
ご
ろ
ま

で
は
町
長
室
に
い
ま
す
の
で
、
町
民

の
み
な
さ
ん
は
、
陳
情
、
苦
情
等
何

事
で
も
遠
慮
な
し
に
気
軽
に
ご
相
談

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

台

所
中
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う
ら
ら
か
な
春
の
日
ざ
し
に
、
桜
の

つ
ぼ
み
も
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
す
こ
の
ご
ろ

町
の
話
題
を
二
つ
ほ
ど
紹
介
し
ま
し
よ

－
『
ノ
。

◎
お
困
り
の
方
に
春
の
光
を

金
木
町
大
字
嘉
瀬

花
田
佳
幸
（
明
長
男
九
才
）

善
行

花
田
佳
幸
君
は
、
昨
年
五
月
拾
得
し

た
返
還
金
四
百
三
十
円
と
、
お
年
玉
の

現
金
一
千
円
を
加
え
一
千
四
百
三
十
円

こ
の
五
月
十
五
日
に
は
、
全
国
い
っ

せ
い
に
邪
業
所
統
計
凋
盃
が
行
わ
れ
ま

す
。
聯
業
所
統
計
調
査
は
、
十
月
に
実

施
す
る
国
勢
調
査
と
並
ぶ
国
の
蛾
も
基

本
的
な
統
汁
調
査
で
す
。

十
五
日
か
ら
二
十
五
日
頃
に
か
け
て

、
調
査
貝
が
す
べ
て
の
卒
業
所
に
お
伺

い
し
て
、
覗
業
所
の
名
称
、
所
在
地
、

來
業
の
種
類
、
従
業
者
の
数
な
ど
に
つ

ｌ
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ｉ
ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
｜
‐
Ⅱ
’
１
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ

５
月
旧
日
は 熱

，
グ
う
／
《
ノ
司
拝
Ｊ
》
具
‐
“
、
〃
７
－
‐
う
／
Ｐ
ノ
《
ノ
や
ぷ
う
．
．
、
ウ
ヮ
売
〆

“
〆
・
』
“
マ
‐
‐
ず
’
一
》
Ｌ
・
↑
ｒ
画
〃
‐
」
し縦

、
『
ｂ
・
ｂ
Ｊ
、
／
ｂ
診
口
ｂ
“
・
・
ゲ
タ
へ
貼
ざ

事
業
読
》

、
』
ｆ
ｐ
Ｌ
・
凸

鍔
、
．
〉
／

、
‐
、

一
ｒ
‐
、
鐸
、

，
｜
‐
．
、

。
』
＃
い
ｅ
，
》
“
《
ニ
レ
嘩
謡
雫
，
鍔
》
．
‐
咄
ハ
ｊ
》
』
・
‐
』
〆
・
叩
・
・
ご
ｆ
一
命
ｒ
〕
〆
レ
ハ
に
』

を
「
困
っ
て
い
る
人
に
寄
付
し
た
ど

と
申
し
出
た
も
の
。

金
木
町
大
字
金
木

中
元
淳
悦
二
広
長
男
十
二
才
）

善
行

中
元
淳
悦
君
は
、
拾
得
金
五
百
円
と

自
分
の
小
適
い
一
千
五
百
円
を
加
え
た

二
千
円
を
「
施
設
へ
寄
付
し
た
い
」
と

申
し
出
た
も
の
。

◎
き
れ
い
な
公
園
で
桜
ま
つ
り
を

毎
年
春
さ
き
に
芦
野
公
図
々
内
の
整

備
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
財
政
難
の
た

め
満
足
な
園
内
整
備
が
で
き
な
い
現
状

い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

調
査
し
た
こ
と
が
ら
は
、
統
計
を
作

る
Ⅲ
的
に
だ
け
用
い
ら
れ
、
徴
税
な
ど

申
告
者
の
不
利
益
に
な
る
よ
う
な
こ
と

に
使
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。
我
が
国
の
産
業
の
見
取
り
図
を
作

る
亜
要
な
調
査
で
す
の
で
、
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

画

議
蕊

ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
ｌ
ｉ
ｉ
ｉ
ｌ
ｉ

で
す
。そ

こ
で
、
す
こ
し
で
も
手
助
け
で
き

れ
ば
と
、
四
月
二
十
日
に
無
料
奉
仕
で

公
園
内
の
滴
掃
を
し
て
く
れ
た
人
々
が

い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〈
奉
仕
者
〉
下
山
カ
ョ
（
芦
野
町
）

秋
元
チ
チ
タ
（
〃
）

其
田
オ
リ
ョ
（
新
富
町
）

中
西
キ
ミ
（
三
軒
町
）

松
江
せ
ち
（
米
町
）

佐
藤
き
よ
（
三
軒
町
）

佐
藤
ト
キ
（
〃
）

》
穀
お
花
伽
調
繋
②
教
室

五
月
の
第
一
木
咄
Ｈ
か
ら
、
一
般
町

民
（
初
心
者
・
商
校
生
以
上
）
を
対
象

と
し
た
お
茶
と
お
花
の
教
室
が
開
か
れ

ま
す
。
行
な
わ
れ
る
流
派
は
次
の
と
お

り
で
す
。

第
一
木
剛
日
遠
州

第
二
〃
池
の
防
と
表

第
三
〃
裏
と
小
原

場
所
は
金
木
町
中
央
公
民
館
町
民
室

で
す
。
準
備
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の
で

参
加
者
は
金
木
町
中
央
公
民
館
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

緬
鍛
絵
画
教
室
錨

一
般
町
民
対
象
の
絵
画
教
室
が
五
月

よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
五
月
十
七
日
に
金
木
町
中

央
公
民
館
で
会
合
が
開
か
れ
ま
す
の
で

そ
ち
ら
の
方
で
ど
う
ぞ
。

数
を
そ
ろ
え
て
、
町
民
み
な
さ
ん
の
お

い
で
を
ま
っ
て
い
ま
す
。
朝
七
時
よ
り

場
所
は
役
場
前
広
場
で
す
。
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
（
以
後
毎
週
Ⅱ
咄
Ｈ

開
催
）

五
月
十
八
Ⅱ
は
朝
市
の
Ⅱ
で
す
。

五
月
十
八
日

ｉ
ｊ
ｌ
ｉ
ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
ｉ
ｉ

朝
市
の
日

ｐ
ｍｌ

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

３
月
届
出
分

（
識
艫
園
錨
一
蕊
三
獅
咄
識
一
韓
玉
野

（
砕
確
木
岬
辨
玩
運
峠
恥
鋤
蕊
率
諦

（
卵
雁
ア
柾
甥
一
需
峨
螂
塞
鋤
一
細
戸
姉

「
伊
藤
駒
三
（
勘
二
郎
男
）
嘉
瀬

〆
津
島
京
子
（
貞
次
郎
２
女
）
沢
部

へ
柏
孝
能
（
利
照
長
男
）
北
海
道

一
今
恵
子
（
作
十
郎
長
女
）
喜
良
市

（
御
剛
唖
割
一
推
蝿
帳
錨
一
郭
海
稚

、
松
島
正
数
（
松
之
肋
２
男
）
長
崎
県

一
桑
田
キ
セ
（
長
作
４
女
）
喜
良
市

へ
葛
西
寛
（
秀
雄
２
男
）
五
所
川
原
市

／
大
橋
孝
子
（
篇
太
郎
２
女
）
金
木

「
出
山
孝
允
（
亮
助
長
男
）
秋
田
県

一
泉
谷
ミ
ッ
ヱ
（
良
次
郎
３
女
）
川
倉

（
諏
細
鍔
調
一
諦
鋤
窪
銅
一
睡
京
識

へ
鈴
木
達
朗
（
秀
丸
２
男
）
東
京
都

一
白
川
照
子
（
富
雄
長
女
）
蒔
田

（
卦
川
敏
識
一
儒
太
卿
弱
趨
一
筆
池
啼

（
諏
上
卜
幸
穂
一
罪
代
議
鐸
鋤
一
識
畦
稗

無
蜘
坐
鰯
睡
郎
睡
恥
垂
評
川
癖

明
（
久
一
郎
２
男
）
宮
城
県

（
帳
海
幸
子
（
精
蔵
３
女
）
嘉
・
瀬

（
峠
稚
鉢
よ
稗
一
種
代
松
翠
挫
一
雌
山
縣

儲●甜

！
一

（
軍
議
よ
唾
窪
一
噸
一
倒
窄
姪
一
利
葉
儲

ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

３
月
届
出
分

清
野
路
雄
（
忠
好
長
男
）
金
木

鴫
海
有
希
子
（
力
長
女
）
嘉
瀬

鈴
木
誉
子
（
誠
一
長
女
）
嘉
瀬

今
美
加
子
（
幸
雄
長
女
）
喜
良
市

西
村
知
子
（
安
敬
長
女
）
喜
良
市

其
田
有
佳
（
豊
光
２
女
）
川
倉

鳴
海
利
昭
（
勝
利
長
男
）
嘉
瀬

工
藤
順
子
（
五
年
男
長
女
）
嘉
瀬

長
尾
勝
（
貢
長
男
）
神
原

原
田
穂
波
（
繁
福
長
女
）
藤
枝

角
田
研
吾
（
修
一
長
男
）
金
木

浅
木
博
光
（
滴
蔵
２
男
）
金
木

今
大
基
（
正
四
長
男
）
嘉
瀬

白
川
麻
美
（
真
一
長
女
）
金
木

原
田
淳
子
（
晴
正
２
女
）
中
柏
木

伊
藤
こ
う
こ
（
徳
治
長
女
）
嘉
瀬

間
山
嗣
央
（
清
長
男
）
金
木

阿
部
弘
治
（
未
治
長
男
）
嘉
瀬

伊
藤
絵
里
子
（
光
俊
長
女
）
喜
良
市

角
田
康
子
（
康
雄
長
女
）
金
木

石
川
真
之
（
孝
弘
長
女
）
金
木

福
士
智
子
（
淳
一
長
女
）
金
木

秋
元
千
春
二
２
女
）
川
倉

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

３
月
届
分

棟
方
勝
義
（
和
才
）
金
木

松
山
と
よ
（
拠
才
）
金
木

伊
藤
そ
よ
（
哩
才
）
嘉
瀬

斉
藤
勝
衛
（
舵
才
）
嘉
瀬

泉
谷
勇
之
助
（
拓
才
）
多
川
倉

澤
田
ス
ヱ
（
認
才
）
金
木

白
川
サ
メ
（
別
才
）
沢
部


